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　これからの 10年間、伊達市では人口の減少や少子高齢化による人口構成の変化が予想され、それは地
域の経済、地域コミュニティ※1、行政サービス、財政などに大きな影響を与え、これからの「まちのあり
よう」にも大きな変化をもたらすと考えられます。
　こうした中で、直面する課題を克服し、市民皆が誇りを持ち、豊かさを感じながら生活できるまちを実
現するために、私たちはどのような姿勢でこの課題に立ち向かうべきでしょうか。
　これからのまちづくりには、次のような姿勢が求められると考えられます。

（1）まちづくりを「自分ごと」と捉え、市民全員がまちづくりを担う
　人口が減少する社会は、市民一人ひとりの役割がより重くなる社会をも意味します。まちづくりの主役
が住民であることは明白であり、従来から言い続けられてきましたが、これからはその意味がさらに重要
性を増すこととなります。
　そのため、まちづくりを「自分ごと」と捉え、個人の行動や選択も、それがまち全体にとってプラスに
働き、まちの発展に寄与するかどうかを意識する姿勢が求められることとなります。
　市民一人ひとりがまちづくりを担う意識を持ち、まちの発展のために役割を担い、負担と分担を図るこ
とが人口減少社会における伊達市の発展の鍵となります。

（2）まちを整理・整頓し、規模に見合った形に整える
　これまで土地利用や基盤整備、公共施設整備は、人口の増加を前提とし、より拡張する方向で進められ
てきたといえます。
　しかし、人口の減少が不可避な状況にある今後は、その変化に合わせて各種整備の内容や水準を変えて
いくことが求められ、人口の規模や構成に合った形にまちを整理・整頓していく取組が必要となります。
　人口の減少は税収にも影響を与えることから、従来にも増して限られた財源をより有効に活用すること
が求められ、選択と集中によって、まち全体の発展に寄与する投資を効率的に行っていくことが必要です。

（3）まちの魅力を高め、まちに新たな風を起こす
　人口減少を食い止め、まちに活気を与える方法の一つは、外部から伊達市へのヒトとおカネの流れを作ることです。
　魅力的なまちには外部から人が訪れ、そこで働き、居住する人が増え、投資が起こります。力強く、発
展が期待される産業と事業、多様性（ダイバーシティー※2）を理解する気質、働く人の意欲や能力、住ん
でいる人の寛容さやおもてなしの心、豊富で新鮮な情報の発信、利便性の高い都市基盤※3 など、市民・団
体・企業・行政が一丸となって伊達のまちの魅力化に取り組み、「訪れるに値するまち」、「移住に値するま
ち」、「投資に値するまち」となることが、伊達市に新たな風を吹き込み、発展に向けた追い風となります。

※1 �コミュニティ：P6参照　　　※2 �ダイバーシティー：P9参照　　　※3 �都市基盤：P26参照用語解説
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・�伊達野菜を中心とする農業は伊達市の重要な産業
・�農業は、健康産業※1、6次産業化※2、観光、食育※3、雇用、新規就農※4

等、まちづくりに幅広く波及
・「食」と「農」は豊かな暮らしの実現に不可欠

食・農

・�「心身の健康」は伊達市民が考える「豊かさ」のトップ
・�食の充実、穏やかな気候、人にやさしい伊達市は健康に生活できるまち
・健康寿命※5 の延伸は人生100年時代の重要課題
・医療・福祉の充実は、市民にとって最も重要度が高い政策

健康

・防災に係る政策の充実には市民が高い関心
・�基盤・施設整備、情報提供、助け合い等、ハード・ソフト※6の施策が必要安心・安全

・�歴史、文化、自然など、伊達市は「学ぶべきこと」の多いまち
・大人も子どもも学び、次代に伝える使命
・�まちへの愛着、誇りを醸成するための学びが重要
・�これからの伊達市には次代を担う若者の発想と行動力が必要

学び

・自治会やボランティアの果たす役割は大きい
・�地域における人のつながりの希薄化の解消は重要な課題
・�参加しやすい方法など、コミュニティの在り方の検討が必要
・�世代間交流、地域間交流、国際交流の促進はまちの活力を高める
・�子育て環境の充実、シニアの居場所と出番づくり等、多様な施策が必要

コミュニティ

・�「住み続けたい」と考える人（8割以上）がこれからも長く住み続けら
れるまちをつくることが必要
・�若者が魅力を感じ、若者に選ばれるまちづくりが課題
・働きたいと思う企業、雇用の場づくりが課題
・�将来にわたって持続可能なまちをつくるための行財政運営が課題

持続可能な
まち

　伊達市の現況や社会潮流、まちづくりに対する市民意識等を踏まえ、今後の本市のまちづくりを考える
上で重要な 8つのキーワードを抽出しました。
　さらに、「人材」と「情報発信」は、他のキーワードのすべてに関係するため、共通キーワードとして整
理しました。

キーワード 内容

今後の伊達市のまちづくりキーワード

共通キーワード

・
伊
達
市
を
担
う
人
材
の
育
成

・
地
域
全
体
で
人
材
を
育
て
る

・�

若
い
世
代
、
シ
ニ
ア
、
女
性
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

人
が
自
身
の
志
向
に
合
わ
せ
て
活
躍

・
伊
達
市
の
今
を
知
り
、
知
ら
せ
る

・
内
に
も
外
に
も
情
報
発
信
が
必
要

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

※1 �健康産業：健康管理や健康促進などを目的とする製品やサービスを提供する産業
※2 �6 次産業化：農業や水産業などの第一次産業が、生産物の価値向上などを目的として食品加工、流通販売に

取り組むことにより、新たな産業を創出すること
※3 �食育：P33参照　　　※4 �新規就農：P39参照　　　※5 �健康寿命：P17参照
※6 �ハード・ソフト：P8参照

用語解説

人 材

情 報 発 信

まちづくりのキーワード2
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　今後の伊達市のまちづくりキーワードから、まちづくりの方向性を導くと、次のようになります。

　これらの方向性をもとに、第 7次伊達市総合計画におけるまちの将来像を次のとおり定めます。

〜将来像に込めた想い〜

※1 �コミュニティ：P6参照用語解説

将来像3

　快適な環境の中、心身ともに健康で、人とふれあい、助け合いながら、安定した生活を送るこ
と。それが伊達市民にとっての「豊かさ」です。
　市民がこうした豊かさを感じることができ、幸福度が高いまちになれば、人はこのまちに住み
続け、ここに人が集まり、交流が生まれ、移住や投資が起こります。
　その繰り返しによって、従来からここに暮らす市民も、新たに市民となった人も、すべての人
が幸せに暮らせる、そんな伊達市を目指します。

❶ 経済・産業の発展と雇用の拡大により、暮らしの安定と活力のあるまちをつくる

❷ 心が通うコミュニティ※1と医療・福祉の充実により、誰にでもやさしいまちをつくる

❸ 安心・安全・快適な環境の創出により、いつまでも住んでいたいまちをつくる

❹ 文化的風土に育まれ、市民が未来に向けて挑戦し、活躍するまちをつくる

❺ 市民・企業・周辺地域と連携し、持続的なまちをつくる

─10年後の伊達市─
みんなが豊かさを感じられる
市民幸福度最高のまち

北海道伊達市
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■市民幸福度のモノサシ
　「幸福」の捉え方は人によって異なるため、定量的に把握することは困難ですが、いくつかのモノサシを
設定し、それらを複合的に評価することによって、幸福と考える人が多いかどうかを見極められると考え
ます。
　そこで、伊達市に暮らす人の幸福度を測るモノサシとして、以下の指標を設定します。今後 10年間で
これらの数値がともに高まるよう、まちづくりを推進していきます。

　市民の幸福度が高いまちは、これからもそのまちに住み続けたいという思いの高さに反映されると考え
られます。
　将来も伊達市に住み続けたいと考える市民の割合は、現在も高い割合となっていますが、10年後には
すべての市民がそう考えるようなまちを目指します。

市民幸福度のモノサシ
指標の内容 最新指標

将来も伊達市に住み続けたいと思う人の割合 77.1％（2017 年（平成 29 年）11 月 市民アンケート調査結果）

　市民アンケート調査の中で最も多くの市民が選んだ「豊かさ」は、「心身の健康」に関することでした。
　このことから、健康な暮らしの実現が幸福度を高める要因と考え、健康維持に関する取組の満足度をモ
ノサシの一つに定め、その向上を目指します。

指標の内容 最新指標

健康維持に関する取組の満足度 59.9％（2017 年（平成 29 年）11 月 市民アンケート調査結果）
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　10年後の伊達市の将来像「みんなが豊かさを感じられる　市民幸福度最高のまち」の実現に向け、ま
ちづくりの基本目標を次のように定めます。

将来像 まちづくりの基本目標

み
ん
な
が
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
幸
福
度
最
高
の
ま
ち
　
北
海
道
伊
達
市

まちづくりの基本目標4

稼ぐ力と雇用を
生み出すまちづくり1

豊かな心と
人を育むまちづくり2

健やかで
人にやさしいまちづくり3

安心・安全で
住み良いまちづくり4

市民力を
生かしたまちづくり5
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※1 �食育：P33参照　　　※2 �健康寿命：P17参照　　　※3 �コミュニティ：P6参照用語解説

　「稼ぐ力」が強く、安定した産業基盤の確立と雇用の創出を図ります。
　ブランド力の高い農業と漁業、環境にやさしい林業を振興するほか、
消費者ニーズに合った商業や地場産業の振興を図ります。
　若者・女性・高齢者など、多様な働き手が活躍できる雇用の創出と職
場環境の改善を促進します。

　次代を担う人づくりを地域全体で進めます。
　学校教育の充実を図り、豊かな心を持ち、問題解決力に優れた人材を
育成します。
　地域全体で子どもの健やかな成長を見守り、育む体制を確立します。
　市民の学びを支援し、伊達市らしい歴史、文化、芸術、スポーツなど
の活動を振興します。

　健やかに、安心して暮らすことができるまちづくりを進めます。
　食育※1 を推進するとともに健康の増進を図り、健康寿命※2 の延伸に
取り組みます。
　多様な境遇の人へのきめ細やかな福祉体制を構築し、安心して生活で
きる環境を整備します。

　災害に強く、安心・安全が確保され、便利で快適な都市環境を整備し
ます。
　人口規模に合わせてまちの整理・整頓を図りながら、効率的な整備や
維持管理に努めます。
　防災意識を高めつつ、災害に強いインフラ整備や防災体制を強化する
とともに、消防・救急体制の整備を図り、安心・安全の確保を進めます。

　まちづくりを「自分ごと」と捉え、課題の解決にチャレンジする市
民、団体、企業、行政が手を取り合い、幸福度の高いまちをつくります。
　的確な情報発信に努め、市民の自発的な活動やコミュニティ※3 の活性
化を支援します。
　行財政の効率化を図り、持続可能なまちの基盤を維持します。
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※1 �観光基盤：観光案内版や観光施設の整備等、観光産業を支える仕組み
※2 �生涯学習：P25参照

用語解説

将来像の達成に向けた施策展開イメージ

自分らしく
輝くことができるまち

多様な文化とつながり、
交流できるまち

生涯学習※2環境、機会の充実

芸術・歴史・文化活動の充実

気軽にスポーツに参加できる
場や機会の充実

地域、国際交流の活発化

育 み

稼ぐ力を生み出すまち

地元で安心して働くことができるまち

稼ぐ農業、漁業

にぎわいある商業 活力のある地場産業

魅力あふれる観光基盤※1
新規起業の活発化

雇用の創出・後継者の育成

税収の安定 市民・企業との連携・協働

信頼される行政 投資財源の確保

稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり

基本目標 ２ 豊かな心と人を育むまちづくり 基本目標 ３

基本目標 ５ 市民力を生かしたまちづくり

限られた財源の
効率的・
効果的配分

稼ぐ産業 / 外貨の獲得

企業・事業収益の増加

税収効果

域外からの投資の誘発

子どもを安心して
産み育てられるまち

生きる力を育むまち

充実した子育て支援体制

質の高い就学前教育・保育

確かな学力向上と特色ある学校づくり

心を育む人材育成

基本目標 １

効率的・効果的な行政運営 健全な財政運営
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※3 インフラ：P16参照　　※4 食育：P33参照　　※5 地域包括支援：高齢者がいつまでも住み慣れた地域
で自分らしい生活が送れるよう、地域の保健・医療・福祉機関などが連携して行う多面的な支援　　
※6 市民参加：P9参照　　※7 コミュニティ：P6参照　　※8 ICT：P19参照

用語解説

健やかにいきいきと
暮らせるまち 人にやさしいまち 市民自らの手で創るまち

つながりと一体感が
感じられるまち

経験を生かしながら、
長寿を楽しめるまち

健康教育・相談、食育※4

等による健康増進

高齢者の生きがいづくり

安定した医療体制

地域包括支援※5体制の充実

多様な境遇の人にやさしい福祉

健 や か ・ 安 心 活 躍

活発な市民参加※6、市民活動

活力あふれるコミュニティ※7

女性、若者等の活躍

ICT※8の積極的な活用

基本目標 ５ 市民力を生かしたまちづくり健やかで人にやさしいまちづくり

市民満足度の 向 上 豊かさの 実 感

Happy ̃

ま ち の
魅 力 化
ま ち の
魅 力 化

ま ち づ く り の
「 自 分 ご と 」化
ま ち づ く り の

「 自 分 ご と 」化

ま ち の
整 理 ・ 整 頓

ま ち の
整 理 ・ 整 頓

みんなが
豊かさを感じられる

市民幸福度最高のまち

都市と自然が調和したコンパクトなまち 誰もが安心して暮らせるまち

都市地域の適正配置

機能と効率を重視したインフラ※3整備

災害に強く安全な基盤整備

自家用車がなくても安心して暮らせるまち

安心・安全で住み良いまちづくり基本目標 ４

みんなが
豊かさを感じられる

市民幸福度最高のまち

将来像

北海道 伊達市北海道 伊達市

美しく、快適な街並み・住環境

人口減少の 抑 制
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